
大分市行政評価制度フロー

・大分市総合計画第２次基本計画に掲げる施策（４２施策）
・全ての事務事業（約１，３００事業）
・前年度までに指定管理者制度を導入した公の施設（１２施設）

内部(一次)評価
５～８月

《総合経営会議での審議》

８月下旬
内部(二次)評価

８月

《指定管理者評価部会》

指定管理者制度導入施設の評価（担当

課に対するヒアリング、現地調査、評価）

→ 部会意見を委員会に報告

外部評価【公開】

《大分市行政評価・行政改革推進委員会》

１１月上旬／行政評価・行政改革推進委員会 意見まとめ
１１月中旬／行政評価・行政改革推進委員会 市長報告(議会送付、市ＨＰ公表)

意見の反映

議 会

市長、副市長、総務・企画・財務部長、人事・企画・財政課長による審議
→ 内部評価を確定、見直し推奨事業の選定

予算編成

提案

●政策・施策評価 ●事務事業評価（見直し推奨事業）
●事務事業評価（地方創生関連事業） ●指定管理者制度導入施設評価

《各担当課・各部局による評価》

内部検討チーム（企画課等）での整理・集約

《事務事業評価部会》

見直し推奨事業の評価

（担当課に対するヒアリング、評価）

→ 部会意見を委員会に報告

《総合経営会議での審議》

９月

見直し推奨事業に係る予算案の審議

１１月中旬
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総合計画の体系図

政策

19

施策

42

事務事業

1,335

市の基本方針

政策を達成する

ための具体的な

方策

施策を実現する

ための具体的な

活動

【概要】事務事業評価について

大分市総合計画 政策体系に基づく評価

③事務事業評価とは・・・

部局内における全ての事務事業について、事業活動内容や目的を明確にし、翌

年度事業を含めた各事務事業のコストを把握する中で、必要性、有効性、効率性、

公平性等の観点から、総合的に評価を行うとともに、施策の目標、方針達成のた

めの貢献度を分析し、事務事業の見直しなどに反映するもの
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〇政策の評価指標の達成状況

・・・達成（100%以上）

・・・概ね計画通り進んでいる（90%以上100%未満）

・・・計画がやや遅れている(50%以上～90%未満）

・・・計画が大幅に遅れている(50%未満）

３．安全・安心を身近に実感できるまちづくり
（防災安全の確保）

全　体

１．健やかでいきいきと暮らせるあたたかさあふれるまちづくり

（市民福祉の向上）
２．豊かな心とたくましく生きる力をはぐくむまちづくり

（教育・文化の振興）

４．にぎわいと活力あふれる豊かなまちづくり
（産業の振興）

５．将来にわたって持続可能な魅力あふれるまちづくり
（都市基盤の形成）

６．自然と共生する潤い豊かなまちづくり
（環境の保全）

34.5%

31.0%

31.0%

3.5%

27.8%

11.1%

38.9%

22.2%

41.7%

25.0%

25.0%

8.3%

61.1%

27.7%

5.6%
5.6%

33.3%

44.5%

22.2%

43.1%

24.8%

23.8%

8.3%

72.7%

9.1%

9.1%

9.1%
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基本政策

政策

部局

施策 指標名
総合
計画

総合
戦略

実績(R4) 計画（R5） 実績（R5）
目標値
(R6年度)

子ども・子育て支援の充実 保育施設利用待機児童数 ○ ○ 0人 0人 0人 a 5.0点 0人

子ども・子育て支援の充実 放課後児童クラブを利用できなかった児童 ○ ○ 0人 0人 0人 a 5.0点 0人

子ども・子育て支援の充実 大分市子育て支援サイト「naana」アクセス数 ○ ○ 416,368件 500,000件 397,921件 d 2.0点 500,000件

子ども・子育て支援の充実 3歳児健診でのむし歯保有率 ○ 9.2% 10%以下 8.5% a 5.0点 10%以下

障がい者(児)福祉の充実 就労支援サービス利用者数 ○ ○ 2,607人 2,600人 3,191人 a 5.0点 2,600人

障がい者(児)福祉の充実
就労支援サービス利用から一般就労への移
行者数

○ ○ 78人 100人 85人 d 2.0点 100人

障がい者(児)福祉の充実 共同生活援助（グループホーム）の利用者数 ○ ○ 783人 700人 885人 a 5.0点 600人

障がい者(児)福祉の充実
手話通訳者を配置（巡回を含む）している市
有施設数

○ 4箇所 4箇所 4箇所 b 4.0点 9箇所

障がい者(児)福祉の充実 大分市障がい者相談支援センター相談者数 ○ ○ 29,167人 26,000人 29,087人 a 5.0点 21,800人

健康の増進づくりの推進 食生活改善推進員養成講座修了者数(累積) ○ ○ 591人 616人 607人 c 3.0点 675人

健康の増進づくりの推進 大分市健康推進員配置自治区数 ○ ○ 649自治区 685自治区 648自治区 c 3.0点 全自治区

健康の増進づくりの推進
ＭＲワクチン(麻しん・風しん混合)ワクチンの
1期(生後12～24月)の各接種率

○ 93.3% 95.0% 92.9% c 3.0点 95.0%

健康の増進づくりの推進
ＭＲワクチン(麻しん・風しん混合)ワクチンの
2期(小学校就学前1年間)の各接種率

○ 91.4% 95.0% 93.6% c 3.0点 95.0%

評価

・老・成人健康診査事業
・健康推進員地域活動事業
・感染症対策事業
・予防接種事業
・地域の食と居場所づくり推進事業
・老人福祉施設等整備事業
・長寿応援バス事業

・大分市子育て支援サイト運営事業
・児童福祉施設整備事業
・児童育成クラブ事業
・子育て世帯訪問支援事業
・私立認可保育所等運営費補助金
・地域コミュニティ子育て応援事業
・子ども医療費助成事業
・障がい児通所支援事業
・障がい者福祉施設整備事業
・発達障がい児巡回専門員派遣事業
・医療的ケア児在宅レスパイト事業
・救急医療電話相談事業(#7119)
・大分市地域医療情報ネットワーク整備事業
・産後ケア事業

今後の施策展開

令和６年度 政策・施策評価　個票

【参考】・(緑)実施計画継続事業・重点事業    ・(黒)主な事業

健やかでいきいきと暮らせるあたたかさあふれるまちづくり
(市民福祉の向上)

社会福祉の充実、健康の増進と医療体制の充実、人権尊重社会の形成、地域コミュニティの
活性化、健全な消費生活の実現

市民、福祉保健、子どもすこやか、商工労働観光

主な施策・評価指標

達成度(※)

・保育施設の利用希望者数は昨年に比べ増加しており保育の需要は依然高い状況が続いている。今後も保育ニーズの動向を見なが
ら、待機児童ゼロの継続と、未入所児童数の減少に向けて必要な定員の確保に努める。
　また、高い保育ニーズに加え、就学後の児童育成クラブに対するニーズも増加しており、民間放課後児童クラブの活用も含め、さらな
る定員拡大やサービスの質の向上に向けた取組を行っていく必要がある。
・障がいのある人が住み慣れた地域で安心して生活ができるよう障がい者福祉施設整備事業等を活用しながら、共同生活援助（グ
ループホーム）や就労支援サービス等が提供できる体制の確保に努める。
・市民の健康づくりに関する意識の向上及び健康づくりを支援する環境づくりを促進し、生活習慣病やその他の疾病の予防に取り組む
とともに、各種健（検）診により健康状態の把握、病気の早期発見・早期治療が重要であることから、受診しやすい環境整備が必要とな
る。

委員会まとめ

分析・評価

【分析】
・保育施設利用待機児童数、放課後児童クラブを利用できなかった児童は、それぞれ0人を達成している。
・3歳児健診でのむし歯保有率は目標値の10%以下を達成し、8.5%となっている。
・就労支援サービス利用者数、共同生活援助（グループホーム）の利用者数、大分市障がい者相談支援センター相談
数については、目標値を大幅に上回っている。
・大分市子育て支援サイト「naana」アクセス数は397,921件と、計画値を下回っている。
・就労支援サービス利用から一般就労への移行者数は85人と計画値を下回っている。

【評価】
　大分市子育て支援サイト「naana」のアクセス件数、就労支援サービス利用から一般就労への移行者数は、計画値を
下回ったものの、保育施設利用待機児童数、放課後児童クラブを利用できなかった児童は0人を達成し、3歳児健診
でのむし歯保有率は大幅に減少してしていることなどから、Ｂ評価とする。

Ｂ

概ね順調
に施策を
展開して
いる

内部評価（2次評価）

(※)　≪評価指標の達成度≫ 目標値に対する進捗状況に応じて｢a｣～｢e｣の5段階で評価
(a／5点：十分に達成している、b／4点：計画以上で推移している、ｃ／3点：概ね計画どおり、d／2点：計画以下で推移している、
e／1点：あまり達成していない)

資料①－４
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基本政策

政策

部局

施策 指標名
総合
計画

総合
戦略

実績(R4) 計画（R5） 実績（R5）
目標値

(R6年度)

生きる力をはぐくむ学校教育の
充実

12歳のむし歯本数（一人当たり） ○ ○ 0.6本 0.9本 0.8本 b 4.0点 0.7本

子どもたちの学びを支える教育
環境の充実

不登校児童生徒の出現率 ○ ○
小学校 1.8%
中学校 7.7%

小学校0.7%
中学校3.9%

小学校2.3%
中学校8.6%

e 1.0点
小学校 0.7%
中学校 3.6%

子どもたちの学びを支える教育
環境の充実

小中学校のトイレ洋式化率 ○ ○ 57.8% 58.2% 59.2% b 4.0点 60.0%

子どもたちの学びを支える教育
環境の充実

学校運営協議会の設置校(累積) ○ ○ 64校 73校 73校 b 4.0点 全校

個性豊かな文化・芸術の創造と
発信

文化ホールの利用者数 ○ ○ 230,686人 400,200人 310,238人 d 2.0点 417,000人

個性豊かな文化・芸術の創造と
発信

大分市美術館の利用者数 ○ ○
223,207人

（R2～4年度平
均値）

480,122人 220,867人 e 1.0点 500,000人

個性豊かな文化・芸術の創造と
発信

アートプラザの利用者数 ○ ○
80,285人

（R2～4年度平
均値）

178,418人 88,567人 e 1.0点 180,000人

個性豊かな文化・芸術の創造と
発信

歴史資料館利用者数 ○ ○ 26,351人 46,808人 32,218人 d 2.0点 47,500人

スポーツの振興 週１回以上のスポーツ実施率 ○ ○ 30.9% 47.6% 50.4% a 5.0点 50.0%

スポーツの振興
全国大会（小中学生においては九州大会）以
上に出場した団体数

○ ○ 268団体 199団体 334団体 a 5.0点 200団体

スポーツの振興 スポーツ指導者研修会の参加者数 ○ 633人 1,150人 976人 d 2.0点 1,200人

評価

【分析】
・12歳のむし歯本数（一人あたり）は0.8本となっており、計画値（0.9本）を達成している。
・全国大会（小中学生においては九州大会）以上に出場した団体数については、計画値（199団体）を大幅に上回る
334団体となっている。
・不登校児童生徒の出現率は小学校2.3%、中学校8.6%となっており、計画値（小学校0.7%、中学校3.9%）を達成できな
かった。
・大分市美術館、アートプラザの利用者数は計画値に対し、大幅に下回っている。
・スポーツ指導者研修会の参加者数については、計画値を下回っている。

【評価】
　不登校児童生徒の出現率、大分市美術館・アートプラザ・歴史資料館等の利用者数は、計画値を下回ったものの、
12歳のむし歯本数（一人あたり）は0.8本、スポーツにおける全国大会（小中学生においては九州大会）以上に出場し
た団体数は334団体と、計画値を上回ったことなどから、Ｂ評価とする。

Ｂ

概ね順調
に施策を
展開して
いる

(※)　≪評価指標の達成度≫ 目標値に対する進捗状況に応じて｢a｣～｢e｣の5段階で評価
(a／5点：十分に達成している、b／4点：計画以上で推移している、ｃ／3点：概ね計画どおり、d／2点：計画以下で推移している、
e／1点：あまり達成していない)

今後の施策展開

令和６年度 政策・施策評価　個票

内部評価（2次評価）

分析・評価

【参考】・(緑)実施計画継続事業・重点事業    ・(黒)主な事業

委員会まとめ

豊かな心とたくましく生きる力をはぐくむまちづくり
(教育・文化の振興)

豊かな人間性の創造、個性豊かな文化・芸術の創造と発信、スポーツの振興、国際化の推進

企画、市民、子どもすこやか、教育

主な施策・評価指標

達成度(※)

・スクールソーシャルワーカーやスクールライフサポーター等の活用による個に応じた支援体制の充実など、子どもたちの学びを支え
る教育環境の充実を着実に進める。
・関係課等と連携や、様々な媒体を用いて積極的に周知等を行っていくことで大分市美術館等の利用者、国際化・多文化共生イベント
の参加者数を増やしていく。
・アーバンスポーツの大会や施設整備に向けた取り組みや、大南地区スポーツ施設の完成・供用開始に伴う新たな事業費が必要とな
るが、限られた予算の中で、高い効果が得られるような創意工夫をしていき、本市のスポーツ振興に最大限貢献できるように取り組ん
でいく。

・小中学校等屋内運動場空調設備整備事業
・アートを活かしたまちづくり事業
・大友氏遺跡保存整備事業
・県指定史跡「小牧山古墳群」基盤整備事業
・県民スポーツ大会事業
・ホームタウン推進事業
・スポーツコミッション推進事業
・アーバンスポーツフェス開催事業
・大南地区スポーツ施設整備事業

・日本語指導等支援事業
・特別支援等教育活動サポート事業
・特別支援教育アドバイザー派遣事業
・小中学校情報教育事業（教育用端末等整備事業）
・歯と口の健康づくり事業
・中学生学校給食費無償化事業
・小学校給食材料費高騰対策事業
・小学校5年生ピロリ菌検査（胃がん対策）事業
・奨学助成事業（未来自分創造資金）
・いじめ・不登校等未然防止対策事業
・不登校児童生徒支援事業
・就学援助事業
・返還免除型奨学資金事業
・小中学校施設長寿命化改修事業
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基本政策

政策

部局

施策 指標名
総合
計画

総合
戦略

実績(R4) 計画（R5） 実績（R5）
目標値

(R6年度)

防災・危機管理体制の確立 防災訓練を実施した自主防災組織数 ○ ○ 316組織 560組織 361組織 d 2.0点 603組織

防災・危機管理体制の確立
自主防災組織における風水害避難行動計画
の策定率

○ ○ 94.0% 94.0% 94.8% b 4.0点 100%

防災・危機管理体制の確立 特定建築物の耐震化率 ○ ○ 92.8% 95.0% 92.9% e 1.0点 95.0%

治山・治水対策の充実 雨水排水ポンプ場の整備 ○ ○
設置7
着手2

設置7
着手2

設置7
着手2

a 5.0点
設置7
着手2

治山・治水対策の充実 河川施設の整備（整備延長4,734m） ○ ○ 95.45% 95.47% 95.47% b 4.0点 96.8%

消防・救急体制の充実 住宅火災の出火率 ○ 1.6 1.275 1.25 a 5.0点 1.275以下

消防・救急体制の充実 消防団員数 ○ ○ 2,074人 2,175人 2,063人 c 3.0点 2,175人

消防・救急体制の充実
救急隊が到着するまでに、市民が心肺蘇生
を実施した割合（応急手当実施率）

○ ○ 68.2% 64.0% 73.3% a 5.0点 64.0%

交通安全対策の推進 年間交通事故死傷者数 ○ 1,501人 2,000人 1,522人 a 5.0点 2,000人以下

交通安全対策の推進 年間交通事故死者数 〇 8人 10人 4人 a 5.0点 10人以下

防犯体制の強化 刑法犯認知件数 ○ 1,249件 1,400件 1,385人 a 5.0点 1,400人

評価

・防犯協会補助金
・犯罪被害者等支援事業

・防災士養成事業
・防災士協議会活動事業費補助金
・被災者救援物資備蓄事業
・避難行動要支援者対策事業
・戸次地区防災拠点施設整備事業
・特定建築物耐震化促進事業
・水害時避難支援事業
・大分市消防団活性化事業
・消防団詰所等施設整備事業
・消防指令業務共同運用事業
・応急手当普及啓発事業
・大分市高齢者運転免許自主返納促進事業
・おおいた交通安全フェア運営事業
・特殊詐欺等被害防止対策事業

今後の施策展開

令和６年度 政策・施策評価　個票

【参考】・(緑)実施計画継続事業・重点事業    ・(黒)主な事業

安全・安心を身近に実感できるまちづくり
(防災安全の確保)

防災力の向上、安全・安心な暮らしの確保

総務、市民、福祉保健、土木建築、都市計画、消防

主な施策・評価指標

達成度(※)

・あらゆる不測の事態に対応できる災害に強いまちづくりを進めるためにも、今後とも計画的な災害予防対策を推進するとともに、地域
住民の防災意識の更なる高揚を図る。
・特定建築物の耐震化については、引き続き対象物件所有者へ耐震改修まで至らない理由等の調査を行い今後の施策構築へ繋げ
る。
・全国的な消防団員数の状況は減少傾向にあり、特に若い世代の担い手不足が深刻化しており、本市においても同様に課題である。
今後も引き続き積極的な広報活動に取り組み、消防団員の確保に努める。
・交通事故ゼロに向けた取組を各関係機関と連携して行うとともに、ハード面に関しては今後も計画的な道路整備及び電線類等の無
電柱化等を行っていくことで、安全で円滑かつ快適な交通社会の実現を目指す。
・これまで南海トラフ地震の影響を元に津波ハザードマップの作成等していたが、指定に伴い、想定される最大級の津波（Ｌ２）に備える
必要があるため、既存の津波避難ビルの適合性の再確認と津波ハザードマップの更新等を行う。

委員会まとめ

分析・評価

【分析】
・雨水排水ポンプ場の整備については、目標値（設置7、着手2）を達成している。
・救急隊が到着するまでに、市民が心肺蘇生を実施した割合は、目標値（64.0%）を達成している。
・年間交通事故死傷者数、年間交通事故死者数については、目標値を達成している。
・刑法犯認知件数については、目標値（1,400件）を達成し、1,385件となっている。
・防災訓練を実施した自主防災組織数は、計画値（560組織）を下回る361組織となっている。
・特定建築物の耐震化率については、計画値（95.0%）を下回る92.9%となっている。

【評価】
　防災訓練を実施した自主防災組織数、特定建築物の耐震化率は、計画値を下回ったものの、雨水排水ポンプ場の
整備は設置7・着手2、救急隊が到着するまでに市民が心肺蘇生を実施した割合（応急手当実施率）は73.3%、年間交
通事故死傷者数は1,522人など、多くの項目で目標値を達成したことから、Ａ評価とする。

Ａ
順調に施
策を展開
している

内部評価（2次評価）

(※)　≪評価指標の達成度≫ 目標値に対する進捗状況に応じて｢a｣～｢e｣の5段階で評価
(a／5点：十分に達成している、b／4点：計画以上で推移している、ｃ／3点：概ね計画どおり、d／2点：計画以下で推移している、
e／1点：あまり達成していない)
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基本政策

政策

部局

施策 指標名
総合
計画

総合
戦略

実績(R4) 計画（R5） 実績（R5）
目標値

(R6年度)

工業の振興 誘致企業件数 〇 〇
20件

累積57件
（R2～R4）

12件
25件

累積82件
（R2～R5）

a 5.0点
60件

（R2～R6累計）

工業の振興 海外への経済交流支援企業数 〇 〇
87件

累積271件
（R2～R4）

40件
137件

累計408件
（R2～R5）

a 5.0点 200件

農業の振興 認定新規就農者数(累積) 〇 〇 24人 43人 26人 d 2.0点 50人

農業の振興 主要品目の産出額 〇 〇 48億2,600万円 51億9,113万円 54億9,161万円 a 5.0点 53億7,700万円

林業の振興 年間再造林面積 〇 〇 14ha 26ha 5.17ha e 1.0点 28ha

林業の振興 年間素材生産量 〇 〇
65,662㎡
（R3年度）

27,000㎡
78,879㎡
（R4年度）

a 5.0点 27,500㎡

水産業の振興 新規就業者数 〇 〇 38人 30人 46人 a 5.0点 34人

水産業の振興 ブランド魚種の漁獲量 〇 〇 170.6t 238.2t 153.6t d 2.0点 240.0t

商業・サービス業の振興 中心市街地の空き店舗率 〇 〇 10.7% 4.6% 10.8% e 1.0点 4.6%

流通拠点の充実
大分港大在コンテナターミナルの取扱実入り
コンテナ数(外貿及び内貿)

〇 〇
39,326TEU

（暦年）
38,000TEU 40,657TEU a 5.0点

38,000TEU
（暦年）

魅力ある観光の振興 観光入込客数 〇 〇 3,530,978人 4,880,000人 4,049,298人 ｄ 2.0点 4,880,000人

魅力ある観光の振興 観光宿泊客数 〇 〇 918,536人 1,039,000人 1,036,274人 c 3.0点 1,050,000人

魅力ある観光の振興 外国人観光宿泊客数 〇 〇 5,572人 79,000人 34,338人 e 1.0点 82,000人

評価

・大分市産材利用促進事業
・漁業者事業継続支援事業
・漁業活動改善促進事業
・おおいた物産・食・観光・魅力発信事業
・商業振興事業（おおいた「夢」花火補助金）
・高崎山自然動物園入園口リニューアル事業
・ワーケーション推進事業
・大分市ロケーション撮影誘致促進事業
・工場夜景クルーズ実証事業

・企業立地推進事業
・販路拡大支援事業
・「チャレンジ創業！」大分市創業者応援事業（大分市創業者応援
事業補助金）
・中小製造業設備投資補助事業
・中小企業経営力強化推進事業
・中小企業競争力強化支援事業
・産業用地整備加速化事業
・ふるさと大分市応援寄附金推進事業
・人・農地プラン推進事業
・おおいた農業塾開催事業
・おおいた産品創出・魅力発信事業
・園芸振興総合対策事業
・森林環境整備促進事業

今後の施策展開

令和６年度 政策・施策評価　個票

【参考】・(緑)実施計画継続事業・重点事業    ・(黒)主な事業

にぎわいと活力あふれる豊かなまちづくり
(産業の振興)

特性を生かした生産業の展開、活気ある流通・サービス業の展開、安定した雇用の確保と勤労者福祉
の充実、魅力ある観光の振興

商工労働観光、農林水産、農業委員会

主な施策・評価指標

達成度(※)

・生産組織と関係機関が連携し、市内外より広く新規就農者を受け入れる体制を構築することで、将来の地域農業のリーダーとなる人
材の確保・育成を図る。
・スギ・ヒノキなどの人工林が収穫期を迎え、木材として利用可能な森林が増えてきており、森林の健全な育成と木材生産量の増大を
図るため、今後も再造林、搬出間伐を推進していく。
・ブランド魚種の漁獲量については、地球温暖化や物価高騰などの影響を受け低迷しているが、種苗放流や出漁にかかる燃油補助等
を行い、漁獲量の維持・増大を図る。
・事業者の販路開拓や事業効率化の取組について支援を行うとともに、大分七夕まつりや歩行者天国、おおいた「夢」花火といった大
規模イベント開催による賑わい創出などに取り組み、アフターコロナにおける事業者に対する支援を継続する。
・第2次大分市観光戦略プランを踏まえ、本市の主要観光施設である高崎山自然動物園の魅力増進、インバウンド需要拡大を見据え
た受入態勢の強化や情報発信の充実等に取り組む。

委員会まとめ

分析・評価

【分析】
・海外への経済交流支援企業数は、目標値累計200件に対して408件となっている。
・主要品目の産出額については、計画値（51.9億円）を上回る54.9億円となっている。
・水産業の新規就業者数は計画値の30人を上回る46人となっている。
・大分港大在コンテナターミナルの取扱実入りコンテナ数(外貿及び内貿)については、目標値の38,000TEUを上回る
40,657TEUを達成した。
・農業の認定新規就農者数(累積)については、計画値43人を下回る26人であった。
・年間再造林面積については、計画値26haを下回る5.17haであった。
・ブランド魚種の漁獲量は、計画値238.2tを下回る153.6tであった。
・中心市街地の空き店舗率については10.8%となっており、計画値（4.6%）を達成できなかった。
・外国人観光宿泊客数については34,338人となっており、計画値を大幅に下回った。

【評価】
　農業の認定新規就農者数(累積)、中心市街地の空き店舗率等は、計画値を下回ったものの、海外への経済交流支
援企業数は137件（累計408件）、水産業の新規就業者数は46人、大分港大在コンテナターミナルの取扱実入りコンテ
ナ数(外貿及び内貿)は40,657TEUと、計画値を上回ったことなどから、Ｂ評価とする。

Ｂ

概ね順調
に施策を
展開して
いる

内部評価（2次評価）

(※)　≪評価指標の達成度≫ 目標値に対する進捗状況に応じて｢a｣～｢e｣の5段階で評価
(a／5点：十分に達成している、b／4点：計画以上で推移している、ｃ／3点：概ね計画どおり、d／2点：計画以下で推移している、
e／1点：あまり達成していない)
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基本政策

政策

部局

施策 指標名
総合
計画

総合
戦略

実績(R4) 計画（R5） 実績（R5）
目標値

(R6年度)

計画的な市街地の形成 幹線道路整備延長(累積) 〇 270.6km 268.5km 271.4km a 5.0点 268.8km

計画的な市街地の形成 無電柱化延長(累積) 〇 〇 43.0km 43.4km 43.4km b 4.0点 44.0km

地域情報化の推進 オープンデータ公開件数 〇 〇 1,720件 1,600件 1,929件 a 5.0点 1,500件

地域情報化の推進
大分市無料公衆無線ＬＡＮアクセスポイント
数（累積）

〇 〇 97AP 100AP 100AP a 5.0点 100AP

地域情報化の推進 ＩＣＴ講習会受講者数(累積) 〇 〇 73,316人 74,700人 75,702人 b 4.0点 76,000人

安全で快適な住宅の整備 住宅の耐震化率 〇 〇 87.4% 97.2% 88.1% e 1.0点 98.0%

安全で快適な住宅の整備 大分市住み替え情報バンクの登録数(累積) 〇 〇 454件 344件 528件 a 5.0点 380件

安全で快適な住宅の整備
「移住者居住支援事業」による移住世帯数
(累積)

〇 143世帯 125世帯 244世帯 a 5.0点 143世帯

公園・緑地の保全と活用 市民1人当たりの都市公園面積 〇 14.96㎡ 14.98㎡ 15.06㎡ a 5.0点 15.03㎡

公園・緑地の保全と活用 多目的トイレの設置数 〇 156箇所 164箇所 163箇所 c 3.0点 165箇所

公園・緑地の保全と活用 公園愛護会（清掃・トイレ）の結成数 〇 437団体 420団体 437団体 a 5.0点 420団体以上

評価

・がけ地近接等危険住宅移転事業
・都市公園ストック再編事業
・公園管理事業
・公園施設長寿命化事業
・都市公園安全・安心対策事業

・末広町一丁目地区市街地再開発事業
・街路事業
・中央通り線歩道修景整備事業
・新たなモビリティサービス事業
・鉄道残存敷整備・活用事業
・オープンデータ利活用推進事業
・大分市無料公衆無線LAN整備事業
・情報化推進事業
・住宅等ストック対策事業（空き家等対策事業）
・老朽危険空き家等除却促進事業
・子育て・高齢者世帯リフォーム支援事業
・移住者応援事業給付金
・戸次本町地区にぎわい創出事業
・住宅耐震化総合支援事業

今後の施策展開

令和６年度 政策・施策評価　個票

【参考】・(緑)実施計画継続事業・重点事業    ・(黒)主な事業

将来にわたって持続可能な魅力あふれるまちづくり
(都市基盤の形成)

快適な都市構造の形成と機能の充実、安定した生活基盤の形成

企画、市民、商工労働観光、土木建築、都市計画、上下水道

主な施策・評価指標

達成度(※)

・老朽化する道路インフラに対して計画的に修繕等の実施を徹底することにより、長寿命化を図りトータルコストを削減するとともに安
全で安心できる道路の整備を行う。
・住宅の耐震化事業については、広報活動の徹底及び、ニーズの再調査を行い制度の在り方について検討を行う。
・住宅等ストック対策事業（空き家等対策事業）では、空き家状態が続き周辺環境に多大な影響を及ぼしている空き家について、引き
続き所有者等に適切な管理を促すとともに、大分市空家等対策計画の改定に伴い、地域特性に応じた空き家の有効活用を検討する
ための調査・研究を行い、新しい補助制度の事業内容についても検討する。
・「公園施設長寿命化事業」や令和5年度より着手した「都市公園ストック再編事業」を着実に進め維持管理経費の削減を実現するとと
もに「中心市街地活性化広場公園整備事業」等の実施により公園施設の新たな魅力づくりを行う。

委員会まとめ

分析・評価

【分析】
・幹線道路整備延長(累積)、は、令和6年度目標値を達成している。
・オープンデータ公開件数、大分市無料講習LANアクセスポイント数は、令和6年度目標値を達成している。
・大分市住み替え情報バンクの登録数(累積)、「移住者居住支援事業」による移住世帯数(累積)については、令和6年
度目標値を達成している。
・公園愛護会（清掃・トイレ）の結成数については、令和6年度目標値の420団体を上回る437団体となっている。
・住宅の耐震化率については、計画値97.2%を大幅に下回る88.1%であった。

【評価】
　住宅の耐震化率は計画値を下回ったものの、幹線道路整備延長（累計）は271.4km、オープンデータ公開件数は
1,929件、「移住者居住支援事業」による移住世帯数（累計）は244世帯など、多くの項目で目標値を達成したことから、
Ａ評価とする。

Ａ
順調に施
策を展開
している

内部評価（2次評価）

(※)　≪評価指標の達成度≫ 目標値に対する進捗状況に応じて｢a｣～｢e｣の5段階で評価
(a／5点：十分に達成している、b／4点：計画以上で推移している、ｃ／3点：概ね計画どおり、d／2点：計画以下で推移している、
e／1点：あまり達成していない)
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基本政策

政策

部局

施策 指標名
総合
計画

総合
戦略

実績(R4) 計画（R5） 実績（R5）
目標値

(R6年度)

豊かな自然の保全と緑の創造 「郷土の緑保全地区」区域指定面積(累積) ○ ○ 81.7ha 83.7ha 82.2ha c 3.0点 90.0ha

廃棄物の適正処理 ごみ排出量 ○ 159,259t 154,671t 153,356t a 5.0点 153,465t

廃棄物の適正処理 おおいた優良産廃処理業者認定数 ○ 18事業者 25事業者 18事業者 d 2.0点 30事業者

廃棄物の適正処理
きれいにしようえおおいた推進事業活動団体
登録数

○ ○ 268団体 274団体 262団体 c 3.0点 280団体

清潔で安全な生活環境の確立 狂犬病予防注射率 ○ 70.3% 69.0% 71.5% b 4.0点 75.0%

清潔で安全な生活環境の確立 食中毒発生件数 ○ 3件 0件 2件 c 3.0点 0件

公害の未然防止と環境保全
大気汚染物質に係る環境基準達成項目数
(全11項目)

○ 10項目 11項目 10項目 c 3.0点 11項目

公害の未然防止と環境保全
公共用水域の環境基準(ＢＯＤ、ＣＯＤ)達成
率

○ 94.7% 100% 89.5% d 2.0点 100%

地球環境問題への取組
大分市全域の温室効果ガス排出量《基準年
度（2013年度：26,915千t-CO2）との比較値》

○
R1実績
11.9%減

14.5%減 17.0%減 a 5.0点 8.9％減

評価

令和６年度 政策・施策評価　個票

・特定外来生物対策事業
・おおいた人とみどりふれあいいち
・緑化啓発事業（緑化推進花いっぱい運動）
・日本一きれいなまちづくり事業
・有料指定ごみ袋事業
・ごみ減量リサイクル啓発推進事業
・ごみ収集一般事業
・し尿収集一般事業
・ポイ捨て等防止対策事業
・脱炭素先行地域づくり事業
・脱炭素普及啓発促進事業
・水素燃料購入補助事業
・新環境センター整備事業
・動物愛護センター運営事業

今後の施策展開

【参考】・(緑)実施計画継続事業・重点事業    ・(黒)主な事業

達成度(※)

自然と共生する潤い豊かなまちづくり
(環境の保全)

豊かな自然の保全と緑の創造、廃棄物の適正処理、清潔で安全な生活環境の確立、公害の未然防
止と環境保全、地球環境問題への取組

都市計画、土木建築、環境、市民、福祉保健

主な施策・評価指標

・処理業者に対し、法の優良認定を受けるメリットをさらにアピールすることで、法の優良認定取得に向けた働きかけを行いながら、そ
の前段としてのおおいた優良認定制度における認定の取得を併せて積極的に促していく。
・食中毒発生件数の予防については、毎年、事業者に対し講習会や文書により注意喚起を行っており、引き続き事業者及び消費者に
対し、講習会や広報媒体等を利用した幅広い啓発を行う。
・福宗、佐野の両清掃工場の老朽化のため、大南地域に広域6市による共同事業で、新環境センターを建設する。事業方式はＰＦＩ事
業のＢＴＯ方式で建設後約20年間の管理運営を行う。

委員会まとめ

・環境衛生事業
・食品衛生事業
・衛生検査事業
・騒音振動調査測定事業
・環境保全活動団体のネットワーク事業
・製品プラスチック再商品化実証事業

分析・評価

【分析】
・ごみ排出量は、計画値(154,671t)に対し、153,356tに抑えられた。
・狂犬病予防注射率は、計画値69.0%を上回る71.5%であった。
・大分市全域の温室効果ガス排出量は、計画値を上回る17.0%減であった。
・おおいた優良産廃処理業者認定数については、計画値25事業者を下回る18事業者であった。

【評価】
　おおいた優良産廃処理業者認定数は、計画値を下回ったものの、ごみ排出量は153,356t、狂犬病予防注射率は
71.5%、大分市全域の温室効果ガス排出量17.0%減と、計画値を達成したことなどから、Ｂ評価とする。

Ｂ

概ね順調
に施策を
展開して
いる

内部評価（2次評価）

(※)　≪評価指標の達成度≫ 目標値に対する進捗状況に応じて｢a｣～｢e｣の5段階で評価
(a／5点：十分に達成している、b／4点：計画以上で推移している、ｃ／3点：概ね計画どおり、d／2点：計画以下で推移している、
e／1点：あまり達成していない)
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※１　≪評価指標の達成度≫ 目標値に対する進捗状況に応じて｢a｣～｢e｣の5段階で評価(a／5点：十分に達成している、b／4点：計画以上で推移している、ｃ／3点：概ね計画どおり、d／2点：計画以下で推移している、e／1点：あまり達成していない)

※２ 内部評価／施策における二次評価結果を踏まえ総合的に政策展開を評価

コード
名 称
(略称)

コード
名 称
(略称)

コード
名 称
(略称)

指 標 名
総合
計画

総合
戦略

実 績
(R1年度)
※前期計画

実 績
(R2年度)

実 績
(R3年度)

実 績
(R4年度)

計 画
(R5年度)

実 績
(R5年度)

目標値
(R6年度)

01 地域福祉の推進 福祉保健 福祉協力員を配置している校(地)区社会福祉協議会の数 ○ 8校区 8校区 8校区 9校区 15校区 10校区 d 2.0点 20校区

保育施設利用待機児童数 ○ ○ 25人 0人 0人 0人 0人 0人 a 5.0点 0人

放課後児童クラブを利用できなかった児童 ○ ○ ─ 16人 11人 0人 0人 0人 a 5.0点 0人

大分市子育て支援サイト「naana」アクセス数 ○ ○ 460,358件 422,891件 427,034件 416,368件 500,000件 397,921件 d 2.0点 500,000件

3歳児健診でのむし歯保有率 ○ 16.50% 13.00% 11.70% 9.20% 10％以下 8.50% a 5.0点 10%以下

認知症サポーター養成講座受講者数(累積) ○ ○ 45,371人 46,577人 48,282人 50,105人 52,000人 52,530人 ｂ 4.0点 65,000人

地域ふれあいサロン利用登録者数 ○ ○ 11,746人 11,397人 10,057人 9,029人 12,550人 8,923人 ｃ 3.0点 14,300人

短期集中予防サービス（パワーアップ教室）利用者数 ○ ─ 566人 574人 574人 830人 611人 ｃ 3.0点 830人

健康づくり運動指導者認定者数（累積） ○ ─ 1,000人 1,027人 1,043人 1,080人 1,079人 ｃ 3.0点 1,137人

就労支援サービス利用者数 ○ ○ 2,025人 2,230人 2,375人 2,607人 2,600人 3,191人 a 5.0点 2,600人

就労支援サービス利用から一般就労への移行者数 ○ ○ 81人 55人 77人 78人 100人 85人 d 2.0点 100人

共同生活援助（グループホーム）の利用者数 ○ ○ 608人 654人 710人 783人 700人 885人 a 5.0点 600人

手話通訳者を配置（巡回を含む）している市有施設数 ○ 4箇所 4箇所 4箇所 4箇所 4箇所 4箇所 b 4.0点 9箇所

大分市障がい者相談支援センター相談者数 ○ ○ ─ 24,993人 28,395人 29,167人 26,000人 29,087人 a 5.0点 21,800人

国民健康保険加入者の特定健康診査受診率 ○ 33.3% 29.0% 31.3% 33.4% 60.0% 34.1% d 2.0点 60.0%

国民健康保険加入者の後発医薬品（ジェネリック医薬品）使用率 ○ 77.3% 79.0% 78.9% 80.0% 80.0% 81.1% a 5.0点 80.0%

生活保護受給者就労支援事業により3ヵ月以上の就労自立期間のあった人の数 ○ 104人 207人 109人
124人

累積440人
（R2～R4）

100人 129人 a 5.0点
500人

（R2～R6）

食生活改善推進員養成講座修了者数(累積) ○ ○ 574人 574人 585人 591人 616人 607人 c 3.0点 675人

大分市健康推進員配置自治区数 ○ ○ 651自治区 646自治区 646自治区 649自治区 685自治区 648自治区 c 3.0点 全自治区

ＭＲワクチン(麻しん・風しん混合)ワクチンの1期(生後12～24月)の各接種率 ○ 93.4% 99.6% 92.8% 93.3% 95.0% 92.9% c 3.0点 95.0%

ＭＲワクチン(麻しん・風しん混合)ワクチンの2期(小学校就学前1年間)の各接
種率

○ 94.5% 94.5% 94.1% 91.4% 95.0% 93.6% c 3.0点 95.0%

07 地域医療体制の充実 福祉保健 「かかりつけ医」のいる60歳以上の市民の割合 ○ ○ 58.1% 62.4% 63.6%
63.6%

（R3実績）
68.22% 53.6% d 2.0点 70.0%

人権啓発センター(ヒューレおおいた)利用者数 ○ 47,040人 16,154人 19,664人 21,318人 56,000人 37,320人 ｄ 2.0点 56,000人

人権啓発研修等への講師派遣回数(参加者数) ○
196回

（7,110人）
175回

（3,728人）
205回

（4,010人）
183回

（4,608人）
200回

（6,000人）
196回

（5,898人）
ｃ 3.0点

200回
（8,000人）

固定的な性別役割分担に反対する人の割合 ○ ○ 79.1% 89.2% 84.4% 81.0% 87.6% 86.3% ｃ 3.0点 88.9%

男女共同参画社会という言葉を知っている人の割合 ○ ○ 73.5% 72.8% 75.1% 73.7% 100.0% 82.0% d 2.0点 100.0%

おおむね小学校区単位で取り組むまちづくり推進組織の数 ○ ○ 18校区 18校区 22校区 22校区 27校区 22校区 d 2.0点 35校区

市民と行政が協働でまちづくりを行っていると考える市民の割合 ○ ○ 35.9% 35.1% 32.2% 34.8% 50.0% 30.6% d 2.0点 50.0%

05

健
全
な
消
費
生
活

の
実
現

11 健全な消費生活の実現
市民

商工労働観光
消費者啓発講座の受講者数 ○ 3,811人 1,363人 2,476人 2,114人 4,000人 1,189人 e 1.0点 4,000人

内部評価

達成度
※1

Ｂ

概ね順調に施策を展開している

Ａ
順調に施策を展開している

Ａ
順調に施策を展開している

評価
※2

Ｂ

概ね順調に施策を展開している

Ｃ

施策展開における改善が必要

Ｃ
施策展開における改善が必要

  令和６年度 政策・施策評価　総括表

基本政策
(部・大事業)

政　策
(章・中事業)

施　策
(節)

部局名

評　価　指　標

03 高齢者福祉の充実 福祉保健

02 子ども・子育て支援の充実

子ども
すこやか

福祉保健

市民

01

社会保障制度の充実05

健
や
か
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
あ
た
た
か
さ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

(

市
民
福
祉
の
向
上

)

04

地
域
コ
ミュ

ニ

ティ

の

活
性
化

10 地域コミュニティの活性化 市民

01

社
会
福
祉
の
充
実

福祉保健

子ども
すこやか

障がい者(児)福祉の充実04

市民

福祉保健

02

健
康
の
増
進
と
医
療
体
制
の
充
実

06 健康づくりの推進 福祉保健

03

人
権
尊
重
社
会
の
形
成

08
人権教育・啓発及び同和対策の推
進

09 男女共同参画社会の実現 市民

福祉保健

市民

Ｃ
施策展開における改善が必要

Ａ
順調に施策を展開している

Ｂ

概ね順調に施策を展開している

Ｃ

施策展開における改善が必要

Ｂ

概ね順調に施策を展開している
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コード
名 称
(略称)

コード
名 称
(略称)

コード
名 称
(略称)

指 標 名
総合
計画

総合
戦略

実 績
(R1年度)
※前期計画

実 績
(R2年度)

実 績
(R3年度)

実 績
(R4年度)

計 画
(R5年度)

実 績
(R5年度)

目標値
(R6年度)

国・県・市主催の学力調査で全国平均以上の教科の割合 ○ ○ 100%

小学校
66.6%
中学校
100%

小学校
92.9%
中学校
100%

小学校
73.3%
中学校
95.6%

小学校
100%
中学校
100%

小学校
100%
中学校
82.6%

d 2.0点
小学校 100%
中学校 100%

新体力テストにおける総合評価がＣ以上の児童生徒の割合 ○ ○

小学校
85.5%
中学校
88.7%

未実施

小学校
81.5%
中学校
85.9%

小学校
79.8%
中学校
85.0%

小学校
87.6%
中学校
90.6%

小学校
79.6%
中学校
83.7%

c 3.0点
小学校 88.0%
中学校 91.0%

12歳のむし歯本数（一人当たり） ○ ○ ─ 1.0本 0.8本 0.6本 0.9本 0.8本 b 4.0点 0.7本

不登校児童生徒の出現率 ○ ○ ─

小学校
1.2%
中学校
5.8%

小学校
1.6%
中学校
5.8%

小学校
1.8%
中学校
7.7%

小学校
0.7%
中学校
3.9%

小学校
2.3%
中学校
8.6%

e 1.0点
小学校 0.7%
中学校 3.6%

小中学校のトイレ洋式化率 ○ ○ ─ 52.3% 55.3% 57.8% 58.2% 59.2% b 4.0点 60.0%

学校運営協議会の設置校(累積) ○ ○ ─ 46校 52校 64校 73校 73校 b 4.0点 全校

大分市民図書館等の利用者数 ○ ○ ─ 510,262人 642,242人 687,836人 999,009人 784,439人 d 2.0点 1,000,000人

おおいたふれあい学びの広場推進事業（地域主体型）の実施回数 ○ ○ ─ 148回 238回 456回 788回 577回 d 2.0点 800回

地区公民館及び地区人権教育（尊重）推進協議会の地区懇談会等への参加者数 ○ 9,887人 3,950人 4,067人 6,296人 10,800人 9,446人 c 3.0点 11,000人

文化ホールの利用者数 ○ ○ 306,316人 103,085人 130,453人 230,686人 400,200人 310,238人 d 2.0点 417,000人

大分市美術館の利用者数 ○ ○
358,712人

（H28～31年度平均
値）

167,532人
237,409人

（R2～3年度平均値）
223,207人

（R2～4年度平均値）
480,122人 220,867人 e 1.0点 500,000人

アートプラザの利用者数 ○ ○
168,354人

（H28～31年度平均
値）

56,609人
67,617人

（R2～3年度平均値）
80,285人

（R2～4年度平均値）
178,418人 88,567人 e 1.0点 180,000人

歴史資料館利用者数 ○ ○ 44,433人 19,736人 28,853人 26,351人 46,808人 32,218人 d 2.0点 47,500人

週１回以上のスポーツ実施率 ○ ○ ─ 32.4% 31.0% 30.9% 47.6% 50.4% a 5.0点 50.0%

全国大会（小中学生においては九州大会）以上に出場した団体数 ○ ○ ─ 57団体 161団体 268団体 199団体 334団体 a 5.0点 200団体

スポーツ指導者研修会の参加者数 ○ 1,118人 479人 637人 633人 1,150人 976人 d 2.0点 1,200人

外国人と直接触れ合える事業に参加した子どもの数 ○ ○ 37,619人 40,242人 31,028人 39,518人 43,000人 39,553人 d 2.0点 43,000人

国際化、多文化共生イベントへの参加者数 ○ ○ 51,746人 9,287人 4,519人 36,005人 38,000人 26,188人 e 1.0点 38,000人

防災訓練を実施した自主防災組織数 ○ ○ 522組織 167組織 236組織 316組織 560組織 361組織 d 2.0点 603組織

自主防災組織における風水害避難行動計画の策定率 ○ ○ ─ 86.7% 88.7% 94.0% 94.0% 94.8% b 4.0点 100%

特定建築物の耐震化率 ○ ○ 91.5% 92.2% 92.5% 92.8% 95.0% 92.9% e 1.0点 95.0%

雨水排水ポンプ場の整備 ○ ○ ─
設置６
着手２

設置６
着手２

設置７
着手２

設置７
着手２

設置７
着手２

a 5.0点
設置７
着手２

河川施設の整備（整備延長4,734m） ○ ○ ─ 82.76% 91.53% 95.45% 95.47% 95.47% b 4.0点 96.8%

住宅火災の出火率 ○ ─ 1.6 1.5 1.6 1.275 1.25 a 5.0点 1.275以下

消防団員数 ○ ○ ─ 2,152人 2,137人 2,074人 2,175人 2,063人 c 3.0点 2,175人

救急隊が到着するまでに、市民が心肺蘇生を実施した割合（応急手当実施率） ○ ○ ─ 65.1% 63.4% 68.2% 64.0% 73.3% a 5.0点 64.0%

年間交通事故死傷者数 ○ ─ 1,520人 1,475人 1,501人 2,000人 1,522人 a 5.0点 2,000人以下

年間交通事故死者数 〇 ─ 9人 14人 8人 10人 4人 a 5.0点 10人以下

22 防犯体制の強化 市民 刑法犯認知件数 ○ ─ 1,560件 1,318件 1,249件 1,400件 1,385件 a 5.0点 1,400件

内部評価

Ｂ

概ね順調に施策を展開している

Ｂ

概ね順調に施策を展開している

Ｃ

施策展開における改善が必要

02

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り

(

教
育
・
文
化
の
振
興

)

06

豊
か
な
人
間
性
の
創
造

12
生きる力をはぐくむ学校教育の充
実

教育

子ども
すこやか

14 社会教育の推進と生涯学習の振興

企画

市民

教育

07

個
性
豊
か
な
文
化
・

芸
術
の
創
造
と
発
信

15
個性豊かな文化・芸術の創造と発
信

企画

教育

13
子どもたちの学びを支える教育環
境の充実

教育

子ども
すこやか

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保

20 消防・救急体制の充実 消防局

09

国
際
化
の
推
進

17 国際化の推進 企画

08

ス
ポー

ツ
の
振
興

16 スポーツの振興 企画

Ｃ

施策展開における改善が必要

Ａ
順調に施策を展開している

Ｃ

施策展開における改善が必要

Ｂ

概ね順調に施策を展開している

Ａ
順調に施策を展開している

Ａ
順調に施策を展開している

Ａ
順調に施策を展開している

Ａ
順調に施策を展開している

  令和６年度 政策・施策評価　総括表
基本政策

(部・大事業)
政　策

(章・中事業)
施　策
(節)

部局名

評　価　指　標

21 交通安全対策の推進
市民

土木建築

19 治山・治水対策の充実

達成度
※1

評価
※2

03

安
全
・
安
心
を
身
近
に
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

(

防
災
安
全
の
確
保

)

10

防
災
力
の
向
上

18 防災・危機管理体制の確立

総務

福祉保健

土木建築

都市計画

11

土木建築

 8



コード
名 称
(略称)

コード
名 称
(略称)

コード
名 称
(略称)

指 標 名
総合
計画

総合
戦略

実 績
(R1年度)
※前期計画

実 績
(R2年度)

実 績
(R3年度)

実 績
(R4年度)

計 画
(R5年度)

実 績
(R5年度)

目標値
(R6年度)

誘致企業件数 ○ ○ 80件 19件 18件
20件

累積57件
（R2～R4）

12件
25件

累積82件
（R2～R5）

a 5.0点
60件

（R2～R6累計）

市内創業支援機関等の支援による創業件数 ○ ○ 206件 163件 149件 198件 200件 223件 a 5.0点 200件

市が開催・支援する人材育成に係る講座及び研修の延べ受講者数(年間) ○ ○ 2,030人 743人 1,397人 1,016人 2,000人 1,413人 d 2.0点 2,000人

海外への経済交流支援企業数 ○ ○ 143件 96件 88件
87件

累積271件
（R2～R4）

40件
137件

累計408件
（R2～R5）

a 5.0点 200件

認定新規就農者数(累積) ○ ○ 16人 19人 19人 24人 43人 26人 d 2.0点 50人

直売所・直売コーナーの販売額 ○ 29.0億円 30.3億円 30.9億円 31.2億円 31.5億円 30.7億円 c 3.0点 30.5億円

主要品目の産出額 ○ ○ 44億7,400万円 46億5,300万円 46億2,000万円 48億2,600万円 51億9,113万円 54億9,161万円 a 5.0点 53億7,700万円

共同活動に取り組む集落数 ○ ○ 85 49 50 50 63 52 d 2.0点 68

年間再造林面積 ○ ○ ─ 21ha 18ha 14ha 26ha 5.17ha e 1.0点 28ha

年間素材生産量 ○ ○
40,370㎡

（H30年度）
28,688㎡
（R1年度）

30,225㎡
（R2年度）

65,662㎡
（R3年度）

27,000㎡
78,879㎡
（R4年度）

a 5.0点 27,500㎡

主要林道舗装延長(累積) ○ ○ 2,866m 3,010m 3,123m 3,239m 3,700㎡ 3,350㎡ c 3.0点 3,900m

増殖場の造成面積 ○ ○ 51,724㎡ 81,030㎡ 81,663㎡ 82,273㎡ 83,064㎡ 87,728㎡ a 5.0点 87,000㎡

新規就業者数 ○ ○ ─ 21人 30人 38人 30人 46人 a 5.0点 34人

ブランド魚種の漁獲量 ○ ○ 247.54t 191.9t 173.3t 170.6t 238.2t 153.6t d 2.0点 240.0t

小売商業の年間商品販売額 ○ ○
5,551億円
（H28年度）

5,551億円 5,551億円
（H28経済センサス）

5,551億円
5,589億円

（H28経済センサ
ス）

5,551億円
c 3.0点 5,700億円

卸売商業の年間商品販売額 ○ ○
9,127億円
（H28年度）

9,127億円 9,127億円
（H28経済センサス）

9,127億円
9,321億円

（H28経済センサ
ス）

9,127億円
c 3.0点 9,900億円

中心市街地の空き店舗率 ○ ○ ─ 11.8% 9.0% 10.7% 4.6% 10.8% e 1.0点 4.6%

大分港大在コンテナターミナルの取扱実入りコンテナ数(外貿及び内貿) ○ ○ 42,010TEU 39,521TEU 41,478TEU
39,326TEU
（暦年）

38,000TEU 40,657TEU a 5.0点
38,000TEU
（暦年）

公設地方卸売市場における取扱金額
(青果部)

○ ○ 141億円 150億円 148億円 139億円 149億円 137億円 c 3.0点 149億円

公設地方卸売市場における取扱金額
(水産物部)

○ ○ 77億円 68億円 67億円 73億円 85億円 74億円 d 2.0点 85億円

(公社)大分市シルバー人材センターの事業実績金額 ○ ○ 7億2,262万円 7億1,151万円 7億3,768万円 7億6,311万円 7億7,200万円 6億9,974万円 c 3.0点 8億3,500万円

中小企業勤労者向けの福利厚生機関((一財)おおいた勤労者サービスセンター)
の会員数

○ ○ 21,783人 21,947人 22,157人 22,473人 22,225人 23,316人 a 5.0点 22,500人

UIJターン就職件数(大分産業人財センターの登録者のうち、大分市へ就職した
件数)

○ ○
395人

（H28～31年度累
積）

89人 105人
100人

累積294人
(R2～R4)

95人
110人

(累積404人）
b 4.0点

475人
（R2～R6累計）

観光入込客数 ○ ○ 4,227,291人 2,695,681人 3,260,473人 3,530,978人 4,880,000人 4,049,298人 ｄ 2.0点 4,880,000人

観光宿泊客数 ○ ○ 1,016,190人 640,061人 800,285人 918,536人 1,039,000人 1,036,274人 c 3.0点 1,050,000人

外国人観光宿泊客数 ○ ○ 85,793人 9,047人 3,680人 5,572人 79,000人 34,338人 e 1.0点 82,000人

内部評価

26 水産業の振興 農林水産

24 農業の振興

農林水産

農業委員会

23 工業の振興 商工労働観光

25 林業の振興 農林水産

28 流通拠点の充実
商工労働観光

農林水産

27 商業・サービス業の振興 商工労働観光

15

魅
力
あ
る
観
光
の
振
興

30 魅力ある観光の振興 商工労働観光

14

安
定
し
た
雇
用
の
確
保
と
勤
労

者
福
祉
の
充
実

29
安定した雇用の確保と勤労者福祉
の充実 商工労働観光

Ａ
順調に施策を展開している

Ｃ

施策展開における改善が必要

Ａ
順調に施策を展開している

Ｂ

概ね順調に施策を展開している

Ｂ

概ね順調に施策を展開している

Ｂ

概ね順調に施策を展開している

Ｂ

概ね順調に施策を展開している

Ｂ

概ね順調に施策を展開している

  令和６年度 政策・施策評価　総括表

04

に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

(

産
業
の
振
興

)

12

特
性
を
生
か
し
た
生
産
業
の
展
開

13

活
気
あ
る
流
通
・
サー

ビ
ス
業
の
展
開

基本政策
(部・大事業)

政　策
(章・中事業)

施　策
(節)

部局名

評　価　指　標

達成度
※1

評価
※2

 9



コード
名 称
(略称)

コード
名 称
(略称)

コード
名 称
(略称)

指 標 名
総合
計画

総合
戦略

実 績
(R1年度)
※前期計画

実 績
(R2年度)

実 績
(R3年度)

実 績
(R4年度)

計 画
(R5年度)

実 績
(R5年度)

目標値
(R6年度)

幹線道路整備延長(累積) ○ 266.8km 268.2km 268.2km 270.6km 268.5km 271.4km a 5.0点 268.8km

無電柱化延長(累積) ○ ○ 41.4km 41.2km 41.8km 43.0km 43.4km 43.4km b 4.0点 44.0km

都市機能誘導区域内に立地する誘導施設の割合(大分都心拠点) ○ ○ ─ 87% 87% 88% 増加 88% a 5.0点 増加

人口1人当たりの年間公共交通(鉄道・バス)利用回数 ○ ○ 45.4回 34.1回 35.4回 38.6回 48.0回 41.7回 d 2.0点 48.0回

市が設置する中心市街地における駐輪場の収容台数 ○ ○ 4,185台 4,197台 4,197台 4,197台 4,227台 4,197台 c 3.0点 4,750台

オープンデータ公開件数 ○ ○ ─ 1,221件 1,397件 1,720件 1,600件 1,929件 a 5.0点 1,500件

大分市無料公衆無線ＬＡＮアクセスポイント数（累積） ○ ○ ─ 97AP 97AP 97AP 100AP 100AP a 5.0点 100AP

ＩＣＴ講習会受講者数(累積) ○ ○ 62,790人 66,904人 72,644人 73,316人 74,700人 75,702人 b 4.0点 76,000人

基幹管路の耐震適合率 ○ ─ 69.9% 70.0% 70.2% 71.7% 71.3% c 3.0点 72.5%

建設改良積立金 ○ ─ 20億円 26億円 32億円 30億円 37億円 a 5.0点 35億円

下水処理人口普及率 ○ 63.7% 64.7% 66.2% 68.2% 70.8% 70.2% c 3.0点 72.0%

企業債残高 ○ ─ 778.6億円 778.0億円 774.2億円 759.4億円 792.7億円 c 3.0点 745.2億円

住宅の耐震化率 ○ ○ 85.2% 85.9% 86.7% 87.4% 97.2% 88.1% e 1.0点 98.0%

大分市住み替え情報バンクの登録数(累積) ○ ○ 213件 281件 359件 454件 344件 528件 a 5.0点 380件

「移住者居住支援事業」による移住世帯数(累積) ○ ─ 83世帯 109世帯 143世帯 125世帯 244世帯 a 5.0点 143世帯

市民1人当たりの都市公園面積 ○ 14.74㎡ 14.76㎡ 14.89㎡ 14.96㎡ 14.98㎡ 15.06㎡ a 5.0点 15.03㎡

多目的トイレの設置数 ○ 144箇所 150箇所 152箇所 156箇所 164箇所 163箇所 c 3.0点 165箇所

公園愛護会（清掃・トイレ）の結成数 ○ 421団体 436団体 438団体 437団体 420団体 437団体 a 5.0点 420団体以上

18

豊
か
な
自
然

の
保
全
と
緑

の
創
造

38 豊かな自然の保全と緑の創造
都市計画
土木建築
環境

「郷土の緑保全地区」区域指定面積(累積) ○ ○ 78.2ha 80.4ha 81.7ha 81.7ha 83.7ha 82.2ha c 3.0点 90.0ha

ごみ排出量 ○ 163,253ｔ 159,946ｔ 160,185ｔ 159,259ｔ 154,671ｔ 153,356ｔ a 5.0点 153,465ｔ

おおいた優良産廃処理業者認定数 ○ 17事業者 17事業者 17事業者 18事業者 25事業者 18事業者 d 2.0点 30事業者

きれいにしようえおおいた推進事業活動団体登録数 ○ ○ 262団体 264団体 267団体 268団体 274団体 262団体 c 3.0点 280団体

狂犬病予防注射率 ○ 67.6% 66.4% 65.9% 70.3% 69.0% 71.5% b 4.0点 75.0%

食中毒発生件数 ○ 3件 0件 1件 3件 0件 2件 c 3.0点 0件

大気汚染物質に係る環境基準達成項目数(全11項目) ○ 10項目 10項目 10項目 10項目 11項目 10項目 c 3.0点 11項目

公共用水域の環境基準(ＢＯＤ、ＣＯＤ)達成率 ○ 100.0% 100.0% 94.7% 94.7% 100% 89.5% d 2.0点 100%

42 地球環境問題への取組 環境
大分市全域の温室効果ガス排出量《基準年度
（2013年度：26,915千t-CO2）との比較値》

○
H28実績
13.3%減

H29実績
10.4%減

H30実績
13.8%減

R1実績
11.9%減

14.5%減 17.0%減 a 5.0点 8.9％減

内部評価

上下水道

05

将
来
に
わ
たっ

て
持
続
可
能
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

(

都
市
基
盤
の
形
成

)

16

快
適
な
都
市
構
造
の
形
成
と
機
能
の
充
実

31 計画的な市街地の形成

土木建築

商工労働観光

都市計画

33 地域情報化の推進 企画

36

17

安
定
し
た
生
活
基
盤
の
形
成

34 水道の整備 上下水道

32 交通体系の確立
企画

土木建築
都市計画

35

37 公園・緑地の保全と活用 都市計画

安全で快適な住宅の整備

市民

都市計画

土木建築

下水道の整備

41 公害の未然防止と環境保全 環境

06

自
然
と
共
生
す
る
潤
い
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

(

環
境
の
保
全

) 19

快
適
な
生
活
環
境
の
確
立

39 廃棄物の適正処理

市民

環境

40 清潔で安全な生活環境の確立
福祉保健

環境

Ｂ

概ね順調に施策を展開している

Ａ

順調に施策を展開している

Ａ

順調に施策を展開している

Ｂ

概ね順調に施策を展開している

Ａ

順調に施策を展開している

Ａ

順調に施策を展開している

Ｂ

概ね順調に施策を展開している

Ａ

順調に施策を展開している

Ａ

順調に施策を展開している

Ｂ

概ね順調に施策を展開している

Ａ

順調に施策を展開している

Ｂ

概ね順調に施策を展開している

  令和６年度 政策・施策評価　総括表

評価
※2

基本政策
(部・大事業)

政　策
(章・中事業)

施　策
(節)

部局名

評　価　指　標

達成度
※1
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